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こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
薩
摩
川

内
市
長
と
し
て
市
政
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
、
長
年
に
わ
た

り
市
職
員
と
し
て
市
政
の
一
端
を

担
い
、
特
に
１
市
４
町
４
村
の
市

町
村
合
併
の
際
に
は
川
薩
地
区
法

定
合
併
協
議
会
の
事
務
局
長
と
し

て
広
範
に
わ
た
る
調
整
作
業
の
一

翼
を
担
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
19
年
か
ら
は
、
鹿

児
島
県
議
会
議
員
と
し
て
４
期
13

年
、
広
大
な
県
政
を
舞
台
に
活
動

し
、
積
極
的
に
政
策
提
言
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
培
っ
た
貴
重
な
経
験

と
知
見
を
生
か
し
、
薩
摩
川
内
市

の「
未
来
創
生
」実
現
に
向
け
、
積

極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
本
市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
人

口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
の
急
速

な
進
行
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
市

民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
へ
の
影

響
は
大
変
大
き
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
令
和
２

年
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
克
服

元
年
と
位
置
付
け
、
適
宜
的
確
な

対
応
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
役
所
の
最
も
大
き
な

役
割
は「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
」

と「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
市
職
員
と
共

に
一
丸
と
な
っ
て
市
民
の
皆
さ
ま

の
声
に
耳
を
傾
け
、
ま
た
、
市
議

会
議
員
の
皆
さ
ま
と
の
政
策
議
論

を
通
し
て
そ
の
実
現
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
の

下
、
私
は「
未
来
創
生
10
ビ
ジ
ョ

ン
」を
掲
げ
、
市
民
総
力
で
コ
ロ

ナ
禍
を
克
服
し
つ
つ
、
た
ゆ
ま
ぬ

改
革
に
よ
り
薩
摩
川
内
市
の
将
来

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
く
全
身
全

霊
を
懸
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

薩
摩
川
内
市
長田

中

　良
二

　
11
月
７
日（
土
）、
田
中
良
二
薩
摩
川

内
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
新
市
長
の
市
政
に
対
す
る

抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。

昭和 31 年 薩摩川内市田海町生まれ（64 歳）
昭和 44 年 市立八幡小学校卒業
昭和 47 年 市立下東郷中学校（現・平成中学校）卒業
昭和 50 年 県立川内高校（27 期）卒業
昭和 54 年 九州大学文学部卒業
　　　　　川内市役所入庁
平成 16 年 薩摩川内市企画政策部長
平成 18 年 市役所退職
平成 19 年 県議会議員初当選
令和   2 年 県議会議員辞職
　　　　  （4 期、総務委員長・議会運営委員長等を歴任）
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副市長

教育長

昭和33年生まれ（62歳）
昭和56年  3月   九州大学理学部卒業
平成13年  4月   川内市保健福祉部生活環境課長
平成15年  4月  川内市総務部総務課長
平成16年10月  薩摩川内市市民福祉部長
平成18年  1月  薩摩川内市総務部長
平成21年  1月  薩摩川内市企画政策部長
平成28年11月  薩摩川内市副市長
　　　　　　   （現在に至る。）

昭和24年生まれ（70歳）
昭和47年  3月  九州大学工学部卒業
昭和47年  4月  株式会社大林組勤務
平成16年  4月  鹿児島県土木部道路建設課長
平成18年  4月  鹿児島県土木部次長
平成20年  4月  鹿児島県土木部参事
平成20年11月  薩摩川内市副市長
　　　　　　  （現在に至る。）

昭和33年生まれ（62歳）
昭和56年  3月  鹿児島大学教育学部卒業
昭和56年  4月  鹿児島市立西田小学校教諭
平成22年  4月  鹿児島県鹿児島教育事務所所長
平成26年  4月  鹿児島市教育委員会教育部部長
平成29年  4月  鹿児島市立八幡小学校校長
令和元年11月  薩摩川内市教育長
　　　　　　  （現在に至る。）

副市長・教育長の紹介

未来創造ビジョン ～未来への発展に向け～
　コロナ復興・スマートシティ
　●コロナショック対策 　　　　● SDGs 推進 
　● Society5.0・スマートシティ構想実現　
　●稼げるまちづくり

　　産業経済
　●農林畜水産業振興・集落営農活性化　●商工業振興・企業連携推進
　●六次産業化・物産販路拡大 　●事業承継・創業支援・企業誘致
　●雇用対策・地元就職支援 　　●中心市街地活性化

　　文化・スポーツ・観光
　●芸術文化振興　　　　　　　　●スポーツ振興・合宿誘致 
　●シティセールス・交流人口増加　●観光地域づくり・地元盛り上げ
　●コンベンションシティ　　　　●ツーリズム（甑島・グリーン）

　　社会基盤
　●川内川改修促進　　　　　　　　●川内港整備・利活用促進
　●南九州西回り自動車道路整備促進
　●主要県道の整備促進　　　　　　●国土強靱化促進（防災） 
　●光ファイバー網整備促進・５Ｇ

　　定住促進・新たな国際化
　●人口流出抑制　　　　　　　　　●移定住推進 
　●貿易振興・ポートセールス推進　●多文化共生

地方創生ビジョン ～均衡ある発展に向けて～
　　人材の育成・活躍
　●生涯学習の推進　　　　　●地域の誇りづくり推進 
　●あらゆる人材の活躍推進　●男女共同参画の推進
　●（仮称）令和塾の開設　　　●市職員の活躍推進

　　コミュニティ・環境
　●地区コミュニティ振興　　 ●生きがいづくりの推進 

　●安全確保・防災対策　　　 ●買い物不便・地域交通対策　
　●自然環境・生活環境・地球環境対策
　●田園地域・甑島地域の振興

　　健康・福祉
　●新型コロナウイルス感染症対策
　●医療体制の充実・健康づくり推進
　●地域包括ケアネットワーク構築　 ●生涯現役社会の推進
　●高齢者・障がい者福祉の充実

　　子ども・教育
　●出会い機会の充実　　●妊娠・出産・産後ケア支援 
　●子育て支援の充実　　●保育サービスの充実
　●学校教育の充実

　　市役所改革
　●広聴・情報発信・SNS 機能の強化　 ●財政健全化の推進
　●組織・施設・業務の最適化　　　　 ●行政のデジタル化推進 
　●市役所サービス満足度の向上

薩摩川内の未来創生
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未来創生　　ビジョンの実現
～市民総力で コロナ禍の克服、改革発展を～
10
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